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神奈川県内の鳥類については，多くの観察者が記録を

報告しており，その種類相が明らかになってきている。

記録をまとめた網羅的な文献としては，中村(1974，

1980)，日本野鳥の会神奈川支部(1986，1992)などをあげ

ることができる。また地域的な資料として，相模川|河口

鳥類研究グループ(1976，1979，1981，1983，1989)による相

模川河口，相模原市教育研究所(1982)による相模原，平

塚市博物館(1983)による平塚，室伏(1985，1988)による西

湘地区，高橋(1990)による藤沢，山口(1991)による丹

沢，唐沢ほか(1993)による座間などの調査結果が順次報

告され，分布に関する情報が蓄積されてきた。その結

果，県内で1994年までに記録された鳥類は帰化逸出種を

含めて63科394種であり，そのうち自然分布種は58科338

種，帰化逸出種は17科56種となった。

自然分布種では，日本野鳥の会神奈川支部(1992)にあ

げられた334種に，サメピタキ(日本野鳥の会神奈川支部

目録編集委員会， 1994)，ホシムクドリ(平沼， 1993)，ケ

アシノスリ(狛江市， 1992)が追加され，またここでは絶

滅種であるカラスパト(中村， 1979)を含めた。また，帰

化逸出種としては，日本野鳥の会神奈川支部(1992)にあ

げられた41種(アカツクシガモ，アカハシハジロ，コジュ

ケイを含む)にクロトキ(小宮， 1985)，オオフラミンゴ

(箱根町教育委員会， 1983)，ナキアヒル(柴田， 1962)， 

ウスユキパト，コザクラインコ(桑原， 1989)，キパタン

(中村一恵，未発表)，コウラウン(日本野鳥の会神奈川支

部目録編集委員会， 1994). アカハラコノハドリ(松崎，

1993)，チャキンチョウ(日本野鳥の会神奈川支部目録編

集委員会， 1994)，カナリア(横須賀市自然博物館，

1990)，キマユカナリア(杉坂， 1992)，ズグロウロコハタ

オリ(松崎， 1995)，カパイロハッカ(下島， 1993)，ハイ

イロハッカ(中村， 1984)，キュウカンチョウ(日本野鳥の

会神奈川支部， 1986)を追加した。

これらの種について，レッドデータ度，および地域別

の分布一覧表を示した(表 10)。鳥類の場合は，他の動物

と違って渡りという習性を持つ種が多く，季節によって

生息する種が異なるという現象がある。また，同じ種で

あっても繁殖期と非繁殖期では生息環境の条件の違いが

あることが多い。そこで，レッドデータ度については，

繁殖期と非繁殖期に分けて評価を行うこととした。原則

として夏鳥は繁殖期，冬鳥と通過鳥は非繁殖期，留鳥に

ついては両者の評価を行った。

繁殖期については，平田(1994a)によると，県内で繁殖

記録のある野生種は102種となっている。この中で，ノ

スリとヤマシギについては繁殖記録が1例しかなく，状

況もよくつかめていないので，繁殖期のレッドデータ度

の評価は行わなかった。アカモズ，チゴモズについても

県内の繁殖記録はあるが，偶発的な可能性が高いので同

様に評価を行わなかった。コジュケイは帰化種なので評

価を行わなかった。コノハズクとツツドリについては，

繁殖の確実な記録はないが，繁殖期において箱根や丹沢

で記録されており，繁殖も十分に予想されるので評価の

鳥 類

対象とした。過去に箱根で繁殖していた可能性があるオ

オジシギとコヨシキリについては，詳細が不明であるた

め，今回の繁殖期でのレッドデータ度の評価は行わな

かった。カラスパトについては，かつて，東京湾の猿島

に生息していたという記録(中村1979)があるが現在の生

息に関する情報はまったく得られないので，絶滅種と評

価した。

これらをまとめると，繁殖期の評価を行った種は100

種となり，その内訳は，絶滅種1種，危倶種10種，減少

種24種，健在種目種(希少種10種を含む)となった(表4，

総論117頁参照)。

非繁殖期については，越冬地もしくは渡りの中継地と

して県内の環境を継続的に利用していると思われる種に

ついて評価をした。コチョウゲンボウ，ノハラツグミ，

ヤツガシラなどの希少渡来種や，チゴハヤブサ，ノゴマ

のように渡りの時期に定期的に記録があっても，特定の

環境や地域と結びついていない種は評価を行わなかっ

た。また，ミズナギドリ科，ウミツバメ科，海ガモ類，

ハイイロヒレアシシギなどのように主たる生息環境が海

上で，神奈川県という特定地域の環境変化の影響を受け

ることの少ない種についても評価は行わなかった。ただ

しこれらの海鳥も，タンカ などからの原油の流失，

プラスチック粒，ビニール，テグス糸などのゴミの投棄

による海洋汚染の影響や，漁網にからまるといった被害

を受けており，広い意味の人間活動の影響を大きく受け

ていることを明記しておく。

これらの選択の結果，非繁殖期としては， 163種につ

いて評価をした。その内訳は，絶滅種1種，危倶種23

種，減少種25種，健在種114種であった(表5)。

このように，繁殖期にも非繁殖期にも全体の約3分の

1の種類が危倶種，減少種と位置づけられた。鳥類の減

少や生息環境の悪化をもたらしている原因としては，大

きく 4つに分けて考えることができる。

一つめは，生息環境，特に繁殖環境の減少または，消

滅である。京浜や三浦半島，大磯丘陵などの丘陵地で

は，宅地や研究所等の建設のための造成により，照葉樹

林や雑木林が失われ，ミゾゴイ・コサメピタキ・サシパ

などの繁殖は危機的な状況に陥っている。河川|敷のヨシ

原や砂磯地で繁殖を行うヨシゴイ・コアジサシ・チドリ

類は，釣り人の立ち入り.自動車やバイクの侵入，砂利

採取，河川敷の過剰利用，ゴミの投棄などによって，繁

殖活動ができなくなっており，コアジサシのように繁殖

コロニーが大幅に減少している種もある。湿地について

も同様であり，湿地性の種の重要な繁殖地であった水田

も，乾田化，耕地整理，宅地開発等のために減少の一途

をたどっている。ヒクイナ，タマシギなどがその影響を

受けている。内陸部の水田や休耕田は，春秋の渡りの時

期に，淡水域を好むシギ類の渡来地としても重要であ

る。しかし，座間市新田宿等にみられるように，このよ

うな環境も著しく減少している。その背景には，農業政

策や開発などとともに農業人口の現象による水田の維持



管理が困難になってきているという最近の都市近郊農業

の問題もかかわっている。渡りの中継地として，重要な

役割を果たしている干潟は，かつては東京湾岸に広ぐ存

在していたが，埋め立てによりほとんど消滅してしまっ

た。わずかに残された三浦半島や多摩川河口等の小規模

な干潟がシギ・チドリ類の羽を休ませているに過ぎず，

渡来する種も数も激減している。

二つめは，ゴミによる個体への影響である。干潟や海

岸，河原では釣り針を飲み込んだり，それについている

テグス糸が翼や脚にからみついて，傷ついたり命を落と

す事故が絶えない。また，海鳥では，ビニールなどを餌

と思って飲み込み，消化管をつまらせるケースも起こっ

ている。さらに，ゴミがカラス類や野ネコ，野イヌ等に

餌を提供し，それらの動物によって他の鳥類が捕食され

る間接的な影響も懸念される。また，神奈川県内での具

体的な報告例は少ないが，農薬や鉛弾などによる環境汚

染も鳥類に深刻な影響を及ぼしている。

三つめは，人間生活とのトラブルによる影響である。

これは，悪臭・騒音・糞害等の人間の生活面への影響

と，農産物への食害の問題である。サギ類の繁殖やねぐ

らのコロニーでは， 300羽を越える程度の規模になる

と，周辺住民からの苦情が目立つようになる(飯村，

1985)。また，近年では住宅へのツバメ類の営巣を嫌う人

たちがでできている。川崎市の等々力緑地公園の釣り池

や多摩川ではカワウが釣り魚や有用魚類を捕食してしま

うことから，それを追い払う動きも出ている。三浦半島

などでのヒヨドリによる野菜，キジバトやドバトによる

豆類やトウモロコシなどの食害問題も大きな話題になっ

ている。こうしたトラブルは利害関係が複雑で，容易に

解決できる問題ではないが，人間が鳥を含む自然への援

し方を考え直さなければならない時期にきていると考え

られる。

四つめは，集団生息地の減少である。例えば，ねぐら

環境として，城ケ島のウミウ，ヒメウの集団ねぐらや相

模JI1河川敷のツバメのねぐらや寒川町や伊勢原市のサギ

類のねぐらなどがある。また，集団繁殖地として，相模

J I1や酒匂JI1のコアジサシのコロニーや中原区や横須賀市

や海老名市や小田原市にあるサギ類のコロニーがある。

また，飛来地として，アオバトの来る大磯町やシギ，チ

ドリ類の来る多摩川河口や相模JI1河口や座間市などがあ
る。さらに，越冬地として，カモ類の来る芦ノ湖や相

模原貯水池，ニュウナイスズメの来る小田原市などが

ある。これらの集団生息地は，もし，その環境がなく

なれば，そこを利用する種にとっては住み家を失うこ

とになり，集団ゆえにその影響はかなり大きなものが

ある。

神奈川県という一地域で鳥類の生息環境の改善がなさ

れでも，夏烏が越冬する東南アジアの環境や，冬鳥が繁

殖する北方の環境などが，保全されない限り，日本で見

られる鳥は，減ることはあっても増えることはない。鳥

類の保護は国際的な問題でもあることを最後に述べてお

きたい。

科の配列と学名は原則として山階(1986)によった。

アビ科 Gaviidae 

県内から4種が記録された。

カイツプリ科 Podicipitidae 

県内から 5種が記録された。

アホウドリ科 Diomedeidae

県内から 2種が記録された。
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最近，外洋性の鳥であるアホウドリなどの胃袋から，

ピニルやプラスチック粒のゴミなどが発見される例がみ

られる(長谷川， 1990)。今後，海洋に散乱するゴミが，

外洋性の鳥の生息に影響を及ぼすととは必至と思われ

る。

ミズナギドリ科 ProcelIariidae

県内から10種が記録された。

ウミツノTメ科.Hydrobatidae 

県内から 5種が記録された。

ネッタイチョウ科 Phaethontidae

県内からアカオネッタイチョウ1種が記録された。

カツオドリ科 Sulidae

県内から 2種が記録された。

ウ科 Phalacrocoracidae

県内から 3種が記録され，ウミウ，ヒメウが非繁殖期

の減少種と判断された。

Aウミウ Phalacrocomxfilamentosus (Temminck et Schlegel) 

[非繁殖期・減少種GJ

冬烏として渡来する。主に海岸に生息し，昼間の餌場

と夜間のねぐらの聞を往復しながら暮らしている。三浦

市城ケ島にある「集団ねぐら」は，全国的にみても規模の

大きなものである。城ヶ島の赤羽根の断崖一帯は，ウ類

の群棲地として県指定の天然記念物として保護されてい

るが，保護状況は十分とは言えず，最盛期である1970年

の2489羽(ウミウとヒメウの合計)に比べると現状では900

羽前後(横須賀市自然博物館， 1991a)とかなり減少してい

る。また，東京湾の猿島にも500羽前後(横須賀市自然博

物館， 1991a)が渡来する。この他，真鶴半島の断崖もね

ぐらとして利用されている。

ムヒメウ Phalaαocoraxpelagi叩阿国[非繁殖期・減少種GJ

ウミウと同じように海岸付近に生息するが，数は少な

い。ヒメウも冬鳥として渡来する。ねぐら等はウミウの

群と共にすることが多い。城ヶ島の赤羽根の岩場はウミ

ウと共に定期的な渡来地として知られており， 200羽前

後が生息している。ウミウ同様，以前に比べて減少して

いる。

グンカンドリ科 Fregatidae

県内から 2種が記録された。
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サギ科 Ardeidae

県内から15種が記録され，クロサギ・ミゾゴイ・ヨシ

ゴイの3種が繁殖期の危倶種，アマサギ・ササゴイ・ダ

イサギ・コサギ・ゴイサギの5種が減少種と判断された。

前者については.Ji陵地の開発により繁殖環境が消失

したり，河川改修や岩礁海岸などの繁殖環境への人間の

侵入などが繁殖状況を悪化させている。後者について

は，海老名市や小田原市のように繁殖コロニーが人家付

近にあるため悪臭・騒音・糞害等で周辺住民とのトラブ

ルを起こし，そのために消滅した場所もある。

また，水田や湿地等の水生小動物の探餌場所が減少し

ていることも心配である。

0クロサギ Egrettasacra (Gmelin) [繁殖期・危慎種D]
岩礁海岸に生息する留鳥。三浦市城ケ島と真鶴半島で

繁殖記録があり，太平洋岸における分布の北限に近い個

体群である。生息数も少なく，繁殖は岩場の窪み等で行

われる。磯釣り客等の増加に伴い，繁殖環境である岩場

への人間の干渉が増大し，繁殖への影響が懸念される。

0ミゾゴイ Gorsakiusgoisagi (Temminck) 
[繁殖期・危倶種目

県下の丘陵地に初夏に渡来し，繁殖をする夏鳥だが，

最近では，繁殖の情報を聞くことがない。 1960年頃には

鎌倉で. 1976年には津久井で繁殖記録があった。最近で

は，朝比奈(1994)によると寒川町の平地林で数年前まで

繁殖していたという。しかし，繁殖環境となる沢や湿地

のある林の減少が著しくなり 4月下旬に渡り途中の個

体が夜間にポォ ・ボォ と言う独特な声で鳴くのが稀

に聞かれるだけになってきている。

OヨシゴイIxobrychussinensis (Gmelin) [繁殖期・危倶種E]
水田や河)11の水辺に生息する夏鳥。繁殖については，

1982年に平塚市相模川で確認されたものしかなく，動向

がつかめていない。 5月頃に，小河川においても稀に成

鳥を観察することがあるので，可能性がないわけではな

い。しかし，河川|改修による生息環境の消失や河川敷へ

のレジャー客の侵入により，繁殖環境は著しく悪化して

いる。 8月過ぎになると，水田や河川でも幼鳥タイプを

見かけることがあるが，県内で繁殖したものであるかは

判断が難しい。

ムササゴイ Buω口des由-iatus(Linnae凶)[繁殖期・減少種G]

河川|で魚を主として餌にして生息する夏鳥。他のサギ

類とは異なり，この種だけでコロニーを形成する。県内

では，相模川や酒匂川|等の大きな河)11の周辺に小規模な

コロニーを形成する。厚木市内の社寺林のコロニーは，

今でも小規模ながら存続しているが，座間市のコロニー

は1988年以降，消滅している可能性が高い。

ムアマサギ Bubulcus ibis (Linnaeus)・ダイサギ

Egretta alba (Linna巴us)・コサギ Egretta garzetta 

(Linnaeus)・ゴイサギ Nycticorax nycticorax (Linnaeus) 

[以上，繁殖期・減少種G]

いずれも，水田や河川のような環境で水生生物を餌と

して生息している。アマサギは夏鳥，ダイサギも夏烏(越

冬に渡来する別の亜種もある)である。コサギ，ゴイサギ

は留鳥である。 4種とも繁殖コロニーを共有しながら繁

殖活動を行う。現在では，県下のコロニーは10ヵ所に満

たず，中原区等々力，伊勢原市，寒川|町，開成町など

に，コロニーがあり，それぞれ数種が繁殖を行っている

(朝比奈1994)。寒)11町のコロニーは県内で唯一戦前から

続いているコロニーである。いずれも，この数年は比較

的安定して繁殖が行われている。しかしながら，横須賀

市や海老名市の一部では，餌場や営巣環境の消滅や地域

住民とのトラブルにより消滅したコロニーもある。酒匂

) 11流域のコロニーは安定せず，継続的に繁殖ができてい

ない。

コウノトリ手ヰ Ciconiidae

県内からナベコウ 1種が記録された。

トキ科Threskiornithidae

県内から 2種が記録された(帰化逸出種のクロトキは，

多摩動物園での飼育個体である)。

フラミンゴ手ヰ Phoenicopteridae

県内から帰化逸出種のオオフラミンゴ1種が記録され

た。

カモ科Anatidae

県内から帰化逸出種5種を含む37種が記録されてお

り，オシドリが繁殖期の希少種に判断された。

企オシドリ Aは galericulata(Linnaeus) 

[繁殖期・希少種 1*] 

山地の)11や湖等の水辺に生息する冬鳥。一部留鳥。

1980年に箱根で繁殖が確認されているが，数も少なく，

繁殖場所が局地的であるため，今後の動向に注意する必

要がある。

タカ科 Accipitridae

県内からは16種が記録され，繁殖期において，サシ

パ・トピが減少種に，オオタカ・ツミ・ハイタカ・クマ

タカが希少種と判断された。ハイタカ・サシパ・オオタ

カはE陵地を主な繁殖環境としているが，それらは，近
年の宅地・ゴルフ場等の開発により急激に減少してい

る。

ムサシパ Butasturindic田 (Gmelin)[繁殖期・減少種G]

丘陵地の雑木林に生息し，谷戸の生物相の頂点に立つ

夏鳥。近年，多摩丘陵・三浦半島・津久井・平塚などで

記録がある。しかしながら，丘陵地のゴルフ場や宅地・

工場用地などによる開発で，繁殖例は減少してきてい

る。三浦半島では，餌場である谷戸の荒廃や開発，営巣

地であるE陵地の宅地や道路の開発によって，この20年
の聞に激減している。



ムトピ Milvusmigrans (Boddaert) [繁殖期・減少種HJ

海岸から河川にかけて生息する留鳥。横浜南部，鎌

倉，横須賀，葉山，三浦などの三浦半島周辺や，相模川

周辺の湘南地域等での記録はあるが，以前に比べると減

少しており，特に繁殖の記録は少ない。

企オオタカ Accipitergentilis (Linnaeus) 

[繁殖期・希少種 1* J 
開けた森林に生息する留鳥。平塚や厚木での繁殖が報

道されたが，数は少なく環境の変化を受けやすく継続的

な繁殖活動も難しい。

.....ツミ Accipiter gularis (Temminck et Schlegel) 

[繁殖期・希少種 1* J 
森林に生息する夏鳥だが，最近では相模原，大和，座

間など市街地での繁殖が目につぐが，継続的な繁殖活動

はあまり見られない。丹沢などでも繁殖記録はあるが，

全体的に，数は少ない。

企ハイタカ Accipiter nisus (Linnaeus) 

[繁殖期・希少種 1* J 
やや密生した森林に生息する留鳥で数が少ない。繁殖

記録は， 1984年緑区で繁殖途中で放棄した例があるだ

け。ハイタカの営巣は，樹齢20-25年程度の密生した林

が必要と言われている(植田ほか1991)。

.....クマタカ Spizaetus nipalensis (Hodgson) 

[繁殖期・希少種 1* J 
開けた山地に生息する留鳥。丹沢山中札掛での繁殖

は， 1978年に中村氏によって確認されて以来， 1985年ま

で継続していたが，その後，繁殖活動は行われていた

が，いずれも失敗に終わっている。個体数は少なく，生

息環境の変化によっては，生存も危ぶまれる。

ハヤブサ科 Falconida巴

県内から4穫が記録された。

キジ科 Phasianidae

県内から，帰化逸出種4種を含む7種が記録され，ヤマ

ドリが繁殖期の減少種に，ウズラが非繁殖期の減少種に

判断された。

ムヤマドリ Phasianus soemmerringii Temminck 

[繁殖期・減少種GJ

山地の林床に生息する留鳥。逗子，愛川，丹沢等で記

録があるが，観察機会は少なく，狩猟圧等により，数は

減少している。

Aウズラ仁::otumix∞旬rnix:(Linnaeus) [非繁殖期・減少種HJ

冬鳥として渡来し，河川敷や農耕地のような開けた環

境で薮のあるような所に生息するが，数は少ない。最近

では，観察記録も少なく，越冬期に河川敷等で稀に観察

記録がある程度である。狩猟圧の影響も考えられる。
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クイナ科 Rallidae

県内から帰化逸出種1種を含む9種類が記録され，ヒ

クイナが繁殖期の危倶種，パンが減少種と判断された。

共に，湿田の改良や宅地等の開発による湿地の減少が生

息環境の減少を招いた。

0ヒクイナPorzanafusca (Litmaeus) [繁殖期・危倶種EJ
水田や河川等の湿地に生息する夏鳥。以前は，繁殖期

になると水田や湿地で鳴き声がよく聞かれた。愛川町で

は， 1980年代前半頃までは，数番が見られたが，湿田改

良により，湿地が減少し，見ることができなくなってい

る(竹内裕氏私信)。最近では，土地改良・開発による湿

地の減少が，個体種の減少を招き，繁殖記録も相模J11中
流や平塚である程度で，今後の存続が危ぶまれている。

AパンGallinulachloropus (Litmaeus) [繁殖期・減少種HJ

水田や河川等の湿地に生息する夏鳥。この種も，河川

や水田等の湿地を繁殖環境にしており，湿地の減少によ

り，数も減ってきている。最近では，相模川流域の水団

地帯等で繁殖が記録されている。また，横浜では菊名池

等の都市公園の池での繁殖記録もある。

タマシギ科 Rostratulidae， 

県内から 1種が記録され，タマシギが繁殖期の危倶種

と判断された。

0タマシギ Rostratula benghalensis (Linnaeus) 

[繁殖期・危倶種FJ

留鳥として水田や水辺などの湿地に生息する。以前

は，箱根の仙石原でも記録されていたが，今では，観察

することさえできない。横浜でも，小机周辺の記録が

あったが，今では絶滅に近い。最近では，三浦市，藤沢

市，相模川流域の海老名，座間，平塚，伊勢原等での繁

殖が記録されているが，この種も湿地の減少により，存

続が危ぶまれている。

ミヤコドリ科 Haematopodidae

県内からミヤコドリ 1種が記録された。

チドリ科 Charadriidae

県内から11種が記録され，シロチドリが繁殖期におけ

る危倶種，コチドリとイカルチドリが減少種と判断さ

れ，オオメダイチドリとダイゼンが非繁殖期における危

倶種，シロチドリ，ケリ，タゲリ，メダイチドリ，ムナ

グロの 5種が減少種と判断された。シロチドリは繁殖

期・非繁殖期ともに危倶種と判断された。

チドリ類は，コアジサシと同様に河川敷の砂磯地が，

その繁殖環境となる。近年これらの環境は，開発や人の

侵入により，繁殖を続けることは危機的な状況になって

きている。

0シロチドリ Charadrius alexandrinus Litmaeus 

[繁殖期・危倶種E，非繁殖期・減少種GJ
海岸から河川にかけて生息する。現在は，相模川|・酒
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匂川の中流域で繁殖が記録されているが，減少している。

また，越冬期の海岸や河川の環境も人の出入り等によ

り，生息環境が安定せず，数は減少している。

ムコチドリ Charadriusdubius Scopoli 

[繁殖期・減少種G]

夏鳥として渡来し，河川の砂磯地や造成地等で繁殖す

る。多摩川・相模川・酒匂川及びその周辺や三浦半島，

藤沢などでの繁殖記録があるが，繁殖環境の減少や人的

な外圧による繁殖放棄などにより，以前に比べ減少して

いる。

~イカルチドリ Charadriusplacidus J. E. et G. R. Gray 

[繁殖期・減少種G]

主に河川|周辺で生息する留鳥。相模)11.酒匂川付近の

河)11で繁殖記録はあるが，河川|環境の悪化とレジャー客

等の人の出入りにより，抱卵，育雛など繁殖にかかわる

行動を放棄してしまう例が後を絶たない。

0オオメダイチドリ Charadrius leschenaul1U Lesson 

[非繁殖期・危急種D]

旅烏として，不定期に，三浦市江奈湾周辺，多摩川・

相横川両河口に記録される程度である。以前に比ぺ，数

が減少しており，観察機会も減ってきている。

0ダイゼン Pluvia1is squatarola (Linnac凶)
[非繁殖期・危急種F]

海岸から河口干潟に渡来する旅鳥。以前は，三浦半島

や相模川流域等にも見られたが，最近では，多摩川，相

模川の河口域や湘南海岸等で観察される程度である。干

潟等の状況が悪化し，数が激減している。

~ケリ Miα'Osar∞pscinereus (Bly由)[非繁殖期・減少種G]

現在では，藤沢，相模川・酒匂川周辺の休耕田等の水

辺に春夏の渡りの時期に渡来するが，数も減少してい

る。 1970年代には，冬季，三浦や戸塚などに越冬してい

た例もあったが，最近では，茅ヶ崎や酒匂川周辺で記録

される程度である。群れで見ることはほとんどない。

~タゲリ Vanellusvanellus (Linnaeus) 

[非繁殖期・減少種G]
湿田等の湿地に主に渡来する冬鳥。茅ヶ崎や三浦には

定期的な越冬地があったが，現在では，不安定であり，

確実な越冬場所というのはほとんどない。寒川町岡田の

越冬地は水田の埋め立て等により最近は渡来していな

い。

ムメダイチドリ Charadrius mongolus Pa11as 

[非繁殖期・減少種H]
海岸から河口干潟に渡来する旅鳥。多摩川，相模川両

河口，三浦半島，湘南海岸などで見られるが数は少な

い。以前に比べると内陸部での記録は皆無になり，分布

状況は縮小しており，数も減っている。

ムムナグロ Pluvia1is dominica (Muller) 

[非繁殖期・減少種H]
干潟や内陸部の水田や休耕田やその周辺の畑等に渡来

する旅鳥。水田や休耕田等の減少により全体的な数は

減っている。

シギ科 Scolopacidae

県内からは.40種が記録され，イソシギが繁殖期の減

少種として判断された。また，サルハマシギ・コオパシ

ギ・アカアシシギ・コアオアシシギ・ダイシャクシギ・

ホウロクシギ・オパシギ・キリアイ・ヒバリシギ・オジ

ロトウネン・アメリカウズラシギ・ウズラシギ・エリマ

キシギ・ツルシギ・オグロシギ・オオソリハシシギ・オ

オジシギの17種が非繁殖期の危倶種として，またキョウ

ジョシギ・トウネン・ミユピシギ・アオアシシギ・クサ

シギ・タカプシギ・ソリハシシギ・チュウシャクシギ・

ヤマシギ・ハマシギ・キアシシギ・タシギの 12種が減

少種と判断された。

渡りの途中に立ち寄る種で，県内で観察できる期間は

短いが長距離の渡りのエネルギー補給地として，県内の

湿地も重要な役割を持っている。

非繁殖期において，ヤマシギを除く種は，その多くが

淡水域を好むシギであるため. 4-5月. 8-9月の渡

りのシーズンに内陸部における水田や休耕田の開水面が

その休息地としての役割を果たしている。しかし，近

年，農業政策と土地開発のために水田の減少が目立ち，

座間市の新田宿のような渡来地でもシギ類が大きく減少

している(竹内.1993)。

また，相模川河口への渡来も1980年頃に比べると種類

数も総数も激減している。

干潟のシギ類は，以前は，何口や干潟への渡来が主で

あったが，開発により.干潟が減少し，河川|においても

釣り客やレジャ 客等の人の侵入により，休息地を奪わ

れている。一時，鶴見区の大黒埠頭や金沢区の沿岸部の

埋め立て造成地のような場所では，かなりの渡来が見ら

れた。千葉県の谷津干潟のように，シギ類の休息地の環

境を整備することにより，ある程度の生息を維持するこ

とが考えられる。

現在残っている三浦半島の江奈湾などの干潟を含め，

保全を考えていかなければならない。

非繁殖期のシギ類のコメントについては，ヤマシギを

除いて渡来環境が似通っているため，評価ランクごとに

まとめて行った。

0イソシギ Tringa hypoleucos Linnaeus 
[繁殖期・危倶種G]

河川|等の水辺で生息する留鳥。この種は，河川敷を営

巣場所にしているため，チドリ類やコアジサシのよう

に，近年，人の立ち入りにより繁殖のための環境が著し

く減少しており，前途が危ぶまれている。

OサルハマシギCa1idrisferruginea (Pontoppidan)・コオ

パシギCa1idriscanutus (Linnae田)・アカアシシギTrInga

totanus (Linnaeus)・コアオアシシギ Tringastagnatilis 



(Bechs tein)・ダイシャクシギ Numeniusarquata 

(Linnaeus)・ホウロクシギ Numeniusmadagascariensis 

(Linna巴us)

[以上，非繁殖期・危倶種D]

OオパシギCalidristenuirostris(Horsfield)・キリアイ
Limi∞la falcinellus(Pontoppidan) 

[以上，非繁殖期・危倶種E]

OヒバリシギCalidrisminutilla(Vieillot)・オジロトウネン
Calidris temminckii(Leisler)・アメリカウズラシギCalidris

melanotos(Vieillot)・ウズラシギCalidrisacuminata 

(Ho rsfield)・エリマキシギPhilomachuspugnax 

(Linnaeus)・ツルシギ Tringa巴rythropus(Pallas)・オグ

ロシギLimosalimosa(Linna巴us)・オオソリハシシギ

Limosa lapponica(Linnaeus)・オオジシギGallinago

hardwickii(Gray) 以上，非繁殖期・危倶種F]

旅烏として，多摩川や相模)11の河口干潟や三浦半島の

干潟や内陸の休耕田等の泥湿地状の環境に渡来するが，

観察機会は激減し，安定した渡来が見られなくなってき

ている。たとえ，観察機会に恵まれても種類も数も少な

い。酒匂)1/周辺の渡来地では，種類も数も激減している。

AキョウジョシギArenariainterpres(Linnaeus)・トウネ

ンCalidrisruficollis(Pallas)・ミユピシギCrocethiaalba 

(Pallas)・アオアシシギTringaneb叫aria(Gunnerus)・クサ

シギTringaochropus Linnaeus ・タカプシギTringa

glareola Linnaeus ・ソリハシシギXenuscinereus 

(Guldenstad t)・チュウシャクシギNumeniusphaeopus 

(Linnaeus) 以上，非繁殖期・減少種G]

ムハマシギCalidrisalpina(Linnaeus)・キアシシギTringa

brevipes(Vieillot)・タシギGallinagogallinago(Linnaeus) 

[非繁殖期・減少種H]

旅烏として，春・秋に干潟や相模川や酒匂)11流域の内

陸部の休耕田等の湿地に渡来する。サルハマシギ等と同

様の事情があるが，やや個体数が多く，減少の程度は少

ない。しかし，餌場としての泥湿地の確保が十分にとれ

ないと今後の減少は避けられない。

ムヤマシギ S∞lopax rusticola Linnaeus 
[非繁殖期・減少種G]

冬鳥として低地の林周辺に渡来する。夜行性のため，

昼間は，草陰や薮等でじっとしていることが多い。狩猟

圧の影響もあり，減少している。

ヒレアシシギ科 Phalaropodidae 

県内から 2種が記録されているが，アカエリヒレアシ

シギが非繁殖期の危倶種と判断された。

0アカエリヒレアシシギ Phalaropus lobatus (Linnaeus) 
[非繁殖期・危倶種E]

シギ科の烏と同じように，春秋の渡りの中継地の械少

や環境の悪化によって，見られなくなってきている。

セイタカシギ科 R巴curvirostridae

県内から 3種が記録された。

ツバメチドリ科Glareolidae

県内からツバメチドリ 1種が記録された。

トウゾクカモメ科 Stercorariidae 

県内から 4種が記録された。

カモメ科 Laridae
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県内から22種が記録され，コアジサシが繁殖期の危倶

種と判断された。

0コアジサシStemaalbifrons Pallas [繁殖期・危倶種F]
コアジサシは初夏に日本に渡来し，河川敷等の砂疎地

で繁殖をする夏鳥である。本種は国際・圏内希少野生動

植物種に指定されており，国際的に保護の必要性が高

まっている。県下では，相模)11・酒匂川の両河川敷のい

くつかのコロニーが知られている。近年，河川敷への，

人の出入り(車・バイク・釣り等)や，開発や砂利採取等

により，厚木市の小田急線下流部や中津川との合流部な

どのコロニーは消滅してしまった。現在のコロニーで比

較的大きなものは，相模川では，海老名市中野付近の中

州のコロニーがある。この場所は，周囲が川で固まれて

いるため，釣り人以外は，障害になるものは少ない。し

かし，野犬やカラスがいるので安心はできない。ま

た，酒匂川|では，飯泉の取水堰下流の企業庁の管理地の

中州が知られている。この場所は，立ち入り禁止区域な

ので，人的障害は少ないと思われる。しかしながら，台

風時の増水により繁殖の成功率は低い。また，適正な繁

殖環境(植生の被度5%以下)が維持されないとコロニー

が消失する恐れもある。

東京湾の臨海部の造成地では，繁殖環境としては十分

であり，人の出入りも禁止しているため，造成中(1"'2 

年)に限って，安全な繁殖ができるとの報告もある(金井

ほか， 1991)が，県内についての状況は明らかでない。

ウミスズメ科Alcidae

県内から 7種が記録された。

ハト科 Columbidae

県内から帰化逸出種2種を含む5種が記録され，カラ

スパトが絶滅種として判断された。

-カラスパト Columbajall白血aTemminck 繁殖期・

絶滅種A，非繁殖期・絶滅種A]

本種は，南日本沿岸の主に島棋に固有の，純粋に森林

性の島で，常緑広葉樹林の天然林と強く結びついた種類

である。県下においても，東京湾の猿島は，うっそうと

したタプノキ林で覆われ，カラスパトも留鳥として生息

していたものと思われる。猿島でのカラスパトに関する

記録は，プラキストンとプライヤーが1882年にその著書

『日本の鳥』の中でふれている。中村(1979)は， 1847年の

江戸湾防備のための台場の建造が，この島の森林を伐採

し，それがカラスパトに致命的な影響を与えたものと推

察している。
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オウム科 Cacatuidae 

県内から帰化逸出種の2種が記録された。

インコ科 Psittacidae 

県内から帰化逸出種の9種が記録された。

カッコウ科 Cuculidae 

県内から4種が記録された。この仲間は托卵という繁

殖生態をとるので，その存続は，それぞれの托卵相手の

鳥の繁殖状況の如何にかかわる。

フクロウ科 Strigidae

県内から 6種が記録され，コノハズクが繁殖期におい

て危倶種に，アオパズク・フクロウが減少種.非繁殖期

においてトラフズク・コミミズクが危倶種に，フクロウ

が減少種に判断された。

Oコノハズク Otusscops (Linnaeus) [繁殖期・危倶種E]
夏鳥として箱根や丹沢の山地に渡来する。繁殖期には

独特の鳴き声によってその生息を知ることができる。最

近では，その声も聞かれる機会が減少してきでいる。

Aアオパズク Ninox scutulata (Raffl巴s)

[繁殖期・減少種H]

初夏に夏鳥としてうっそうとした社寺林等に渡来す

る。以前は，街中の社寺林の大木の洞などでよく営巣が

記録されていたが，近年は，そのような環境がかなり少

なくなり，繁殖例も減少している。藤野町では，橋桁の

穴に営巣した例があり，巣箱等を含む人工物の利用も見

られようになってきている。

Aフクロウ Strix uralensis Pallas 

[繁殖期・減少種H，非繁殖期・減少種H]

ある程度の規模を持つ林が開発等で減少し，以前に比

べて生息環境が悪化している。また，営巣に適した大き

な洞を持つ大木が次々と消えていくことも個体数の減少

を早めているようだ。最近では，営巣場所の減少から，

巣箱や地上に営巣する例(神奈川新聞， 1994)も見られる

ようになってきている。

Oトラフズク Asio otus (Linnaeus) 
[非繁殖期・危倶種D]

冬鳥として，多摩川，相模川等の大きな河川|の周辺に

稀に渡来する。昼間は，川周辺の森や竹薮等に身を潜

め，夜間に河川でネズミ等を捕らえる生活をしている。

近年，河川|改修に伴い，ねぐらの森や餌場の河川敷など

が失なわれ，減少している。

0コミミズク Asio fIammeus (Linnae国)

[非繁殖期・危倶種D]

冬鳥として渡来する。大きな河川の周辺や広い草地等

でネズミを餌として生息する。多摩川では，毎年のよう

に越冬個体が見られたが，愚近では，稀になってきてい

る。相模川や小田原周辺でも記録はあるが，稀である。

ヨタカ科 Caprimulgidae 

県内から 1種が記録され，ヨタカが繁殖期の減少種と

判断された。

ムヨタカ Caprim叫gusindicus Latham [繁殖期・減少種G]

夏鳥として，丹沢・箱狼周辺の若い人工林や伐採後の

低木林などの開けた環境に渡来するが，数は少ない。繁

殖は丹沢で記録されているに過ぎず，夜間の独特な鳴き

声も聞かれる機会が減少している。

アマツバメ科 Apodidae

県内から 3種が記録された。

カワセミ科Alcedinidae

県内から3種が記録され，アカショウピンが繁殖期の

希少種と判断された。

.A.アカショウピン Halcyon coromanda (La血am)

[繁殖期・希少種 1*] 

夏烏として丹沢や箱根の山間部に渡来する。県内では

津久井で繁殖が確認されているに過ぎない。分布は局地

的であり，渡来状況も安定していない。数も観察機会も

少ない。

ブッポウソウ科 Coraciidae

県内から 1種が記録され，ブッポウソウが繁殖期の危

倶種と判断された。

Oブッポウソウ Eurysωmus orientalis (Linnaeus) 

[繁殖期・危倶種D]

夏鳥として渡来し，主に津久井地域で観察される。大

木の樹洞等に営巣するが，ムクドリに邪魔されて繁殖し

ないこともある。近年，大木の減少により営巣場所も不

足し，橋桁の穴等で繁殖する例も見られる。しかし，繁

殖状況は安定していない。

ヤツガシラ科 Upupidae 

県内からヤツガシラ 1種が記録された。

キツツキ科 Picidae

県内から 5種が記録され，オオアカゲラが希少種と判

断された。

.A.オオアカゲラ Dendrocopos leucotos (Bechstein) 

[繁殖期・希少種 1*] 

留鳥として丹沢に生息する。プナ林を営巣環境とする

が数は少ない。以前は箱根でも記録されていたが，現在

では丹沢のみの生息である。

ヤイロチョウ科 Pittiidae 

県内からヤイロチョウ 1種が記録された。

ヒバリ科 Alaudidae 

県内から 3種が記録されており，ヒバリが繁殖期・非



繁殖期ともに減少種と判断された。

ムヒバリ Alauda arvensis Linnaeus 

[繁殖期・減少種H，非繁殖期・減少種HJ

留鳥として県下一円に生息するが，生息環境の宅地開

発等による農地の減少により分布域が少なくなってい

る。危機感を抱く人は少ないが，農地は確実に減少して

いるため，いずれは見られなぐなる地域が増加する o ま

た，水田等での営巣は，耕起により放棄されてしまうこ

とカtある。

ツバメ科 Himndinidae 

県内から 4種が記録され，コシアカツバメが繁殖期の

減少種と判断された。

ムコシアカツバメ Himndo daurica Linnaeus 

[繁殖期・減少種HJ

夏鳥として渡来し，市街地の古い家並などに営巣して

いたが，近年，家屋の改築等により，営巣環境を追わ

れ，高層住宅等のベランダや踊り場の壁等に営巣するこ

とが目立つ。しかし，スズメ等の妨害により繁殖が放棄

される例もある。また，住宅では営巣を嫌われることも

ある。他のツバメ類に比べると確実に減少している。

セキレイ科 Motacillidae 

県内から 7種が記録された。

サンショウクイ科 Campephagidae 

県内から 1種が記録され，サンショウクイが繁殖期の

減少種と判断された。

ムサンショウクイ Pericrocotus divaricatus (Raffles) 

[繁殖期・減少種GJ
夏鳥として丘陵地の雑木林に渡来する。分布は局地的

であり，繁殖例も少ない。 E陵地の開発による繁殖環境
の減少により数も観察機会も減っている。

ヒヨドリ科 Pycnonotidae 

県内から帰化逸出種1種を含む2種が記録された。

コノハドリ手ヰ lrenidae 

県内から帰化逸出種のアカハラコノハドリが1種記録

された。

モズ科 Laniidae

県内から 3種が記録されているが，アカモズ・チゴモ

ズについては，県下での繁殖状況は偶発的な可能性が強

く，また生息状況も不明な点が多いため評価を控えた。

レンジャク手ヰ Bombycillidae 

県内から 2種が記録された。いずれも不定期な渡来状

況であるが，大磯のエノキ並木等に渡来することもあ

り，食餌木になるエノキ等の大木を保存していくことが

必要と思われる。
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カワガラス科 Cinclidae

県内からカワガラス 1種が記録された。

ミソサザイ科 Troglodytidae

県内からミソサザイ 1種が記録された。

イワヒバリ科 Pmnellidae

県内から 2種が記録された。

チメドリ科 Timallidae 

県内から帰化逸出種の4種が記録された。

ヒタキ科 Muscicapida巴

県内から37種が記録され，コサメピタキが繁殖期の危

倶種，ヤブサメ・オオヨシキリ・セッカ・オオルリ・サ

ンコウチョウの5種が減少種，キクイタダキが希少種，

また，セッカが非繁殖期の減少種と判断された。

0コサメビタキ Muscicapa latirostris Raffles 
[繁殖期・危倶種EJ

夏烏としてE陵地の雑木林に渡来する。以前は県内で

も繁殖期の観察機会は十分あったが， (最近では)激減し

ている。最近では津久井での繁殖記録がある。

ムヤプサメ Cettia squameiceps (Swinhoe) 

[繁殖期・減少種HJ

夏鳥としてE陵地から中腹にかけて渡来する。独特な
鳴りで生息、は確認できるが，姿を見ることは稀である。

三浦半島，高嵐山，丹沢，箱根に分布する。生息環境の

減少により，数は減っている。

ムオオヨシキリ Acro田 phalusamndinaceus (Linnae山)

[繁殖期・減少種HJ

夏鳥として河川|や湿地のヨシ原に渡来し，繁殖をす

る。多摩川，相模川周辺の湿地および，三浦半島，藤

沢，箱根の仙石原等で繁殖している。最近，河J11・湿地

環境の悪化によりヨシ原が消えていくのが減少に拍車を

かけている。

ムセッカ Cisticola juncidis (Rafinesqu巴)

[繁殖期・減少種H，非繁殖期・減少種HJ

留鳥として水田・湿地地帯に生息し，繁殖をする。多

摩川1，相模川，酒匂川|周辺の湿地に分布する。生息環境

の水田等の減少により，数も減っている。

ムオオルリ Cyanoptila cyanomelana (Temminck) 

[繁殖期・減少種HJ

夏鳥として山地に渡来し，沢沿いの崖等に営巣する。

三浦半島や高麗山，丹沢・箱根の低山部等に分布する。

近年，生息環境の減少に伴い数が減っている。声も姿も

美しいので密猟の対象となっていることも減少の一因と

なっている。

ムサンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata (Eyton) 
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[繁殖期・減少種H]

夏鳥として，丘陵地に渡来し，植林地等の暗い林に営

巣する。三浦半島のE陵地，相模川流域の平地林，丹
沢・箱根周辺の丘陵地などに分布する。近年，鳴りを聞

く機会がめっきりと減った種である。

.A.キクイタダキ Regulus regulus (Linnaeus) 

[繁殖期・希少種 1*] 

山地に生息し，針葉樹の林で営巣する。大山と丹沢で

繁殖が記録されている。繁殖期での数は少ない。

エナガ科 A巴githalida巴

県内からエナガ 1種が記録された。

ツリスガラ科 Remizidae 

県内からツリスガラ 1穫が記録された。

シジュウカラ科 Paridae

県内から4種が記録された。

ゴジュウカラ科 Sittida巴

県内からゴジュウカラ 1種が記録された。

キパシリ科 Certhiidae

県内からキパシリ 1種が記録された。

メジロ科 Zosteropidae 

県内からメジロ 1種が記録された。

ホオジロ科 Emberizidae 

県内から帰化逸出種3種を含む14種が記録され，ホオ

アカが繁殖期の減少種，ノジコ，アオジが希少種，オオ

ジュリンが非繁殖期の減少種と判断された。

6.ホオアカ Emberiza fucata Pallas 

[繁殖期・減少種H]

県内では，一般的には冬鳥であるが山地の箱根と低地

の愛川町と相模)11中流域で繁殖が観察されている。しか

し，繁殖状況は安定しておらず，数も少ない。

企ノジコ Emberiza sulphurata Temminck et Schlegel 

[繁殖期・希少種 I本]

夏鳥として山地に渡来する。県内では局地的に箱根だ

けに見られ，数は少ない。繁殖は確認されているが，詳

細な分布や生態は不明である。

.A.アオジ Emberiza spodocephala Pallas 

[繁殖期・希少種 1*] 

県内では，一般的には冬鳥であるが，箱根で繁殖する

ものがある。ただし，数は少ない。

Aオオジュリン Emberiza schoeniclus (Linnaeus) 

[非繁殖期・減少種G]
冬鳥として河)11周辺や湿地のヨシ原に渡来する。ヨシ

の葉鞘に潜むカイガラムシを捕食するためヨシ原に依存

する率が高い。多摩川・相模川周辺および三浦での記録

がある。水辺環境の開発等の悪化によりヨシ原が減少し

ており，数も減少し，分布もせばめられている。

アトリ科 Frin凶lidae

県内から帰化逸出種2種を含む13種が記録された。

カエデチョウ科 EstriIdidae 

県内から帰化逸出種の6種が記録された。

ハタオリドリ科 Proceidae 

県内から帰化逸出種6種を含む8種が記録され，ニュ

ウナイスズメが越冬期の危倶種に判断された。

0ニュウナイスズメ Passer rutiIans (Temminck) 
[非繁殖期・危倶種D]

県内には冬鳥として渡来するが，分布が局地的であ

る。県内唯一の定期的な渡来地であった南足柄市塚原や

小田原市相山での数が減少している。水田地帯の開発が

影響しているようだ。

ムクドリ科 Stumidae 

県内から帰化逸出種5種を含む9種が記録された。

カラス科 Corvidae
県内から帰化逸出積 1種を含む6種が記録された。
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71:'ft ハシfロ71:' Gavia adamsi i T 量

UI¥J. Gavia arctica W L 費量 軍

シロエリオオハム Gavia pacifica W L 東軍

71:' Gavia slellala W L 量豊 軍

カイ11')ft ii カイ 11~ Podiceps aurilus w L I I軍 軍 軍 軍

カンιリカイ11') Podiceps crislalus W R I I 車 高 事 量 聖書 書

7カエリカイ119 Podiceps grisegena w R I I 高 護軍 聖書 車

ハ9ロカイツ19 Podiceps nigricollis w R I J 高 東軍 東軍 高

カイヲ19 Podiceps ruficollis R R I J R I K 高 高 車 車 軍軍 高

1*~円四 コ7本m Diomedea immutabi lis T 高 軍軍
?ロ7シ7本ウF') Diomedea nigripes T 軍

rtナギ F~ft 1 tF~ Bul曹eriabul'erii T 軍

uwギFリ Caloneclris leucomelas 5 R 高 事 軍軍 高

，，，マカモj Fulmarus gracialis T 聖書

U~Dハヲ :tナギ F リ Pterodroma exlerna T 量

シロハラ:tナギF9 Plerodroma hypoleuca T 高 聖書

ヒメシロハヲwギFリ Plerodroma longiroslris A T 高

iナ:ttlHtナギF9 Puffinus bulleri T 高
7117シuナギF9 ~uffinus carneip~s T T 車

，、イイロw専門 Puffinus griseus T L 聖書

ハシmtナギF9 Puffinus tenuirostris T R 高 高 軍軍 軍

~: ';I/'JM 'OJ;，9目。:1"J Oceanodroma castro T 聖護 曜

ハ HD~:1111 Oceanodroma furcata A T 聖書

コシ?ロ~:ッ/(1 Oceanodroma leucorhoa T 書 軍 軍軍

?ロ~:ヲ /(1 Oceanodroma matsudairae T 高

t-~I :t~:ツバj Oceanodroma tristrami A T 軍 聖書

*"イチョウ制 7U*，'イチョウ Phaethon rubricauda A T 車産

カヲmM 初H') Sula leucogasler A T 軍
7117シカツtFリ Sula sula T 高

。H カワウ Phalacrocorax carbo W R I J軍 軍 東 軍軍 軍

~:ウ Phalacrocorax filamentosus W RIG 高 軍高 事

tlウ Phalacrocorax pelagicus 官 LIG 高 聖書 高

FンカンFリH JrンカンF') Fregala ariel A T 事 曜軍 車

tHンカンF9 Fregata minor A T 事
サギH 7t ザギ Ardea cinerea w R I K 事 事 事 軍 書事 軍

ムラf村ギ Ardea purpurea A T 事 者

7カII~Hギ Ardeola bacchus A T 事 軍 軍

サンカ/1イ Bolaurus slel laris w T 軍

71'ギ Bubulcus ibis 5 LIG 高 事 軍 事 聖書 軍

H1イ Butorides slrialus 5 LIG 高 事 高 事 聖書 高

Fィ，ギ Egrella alba R LIG R I J 事 高 書 書 軍軍
カラシぅ，ギ Egrella eu 1 opholes A T 軍 曜

"ギ Egre lla garze lla R R I H WI L 事 書 事 事 豪華 軍

hウ'ギ Egrella inlermedia 5 L I J 事 高 曜 事 豪華
F目サギ Egrella sacra H LID L I J 端書 事

iゾゴイ Gorsakius goisagi 5 L I E 軍 軍 書 者 書 事 童書

U3シゴイ Ixobrychus eurhylhmus T T 事 者 聖書
ヨシゴイ Ixobrychus sinensis L 1 E 事 軍 車 現 軍軍 高

ゴイサギ Nycticorax nycticorax R RIG W I K 高 高 事 書 高 軍 軍軍
コウ/トリH ナペコウ Ciconia nigra A T 車
トキ調 ヘラサギ Platalea leucorodia A T 車

?ロトキ Thresk i orni sme 1 al19cepha 1 us 東 As T 
7うl:dft um:d Phoen i copterus sp. 東 As-Eu T 軍

自主H 1シF9 Aix galericulata SI L 11事 R I J 高 東 東 軍 護軍 高

1.')1トガン Alopochen aegyptica 高 Af T 車

WIIIモ Anas acuta w RIK 事 事 軍 事 軍軍 書

7 J ')カ n~ Anas americana w L I 1 軍 軍事 聖書

ハシピロ11モ Anas clypeata W RIK 車 軍 題 軍 護軍
JIIモ Anas crecca W WI L 軍 高 軍 事 聖書 高

ヨシHモ Anas falcata W R I J 軍 軍 軍 軍 聖書
トモz却を Anas formosa W L I I軍 量 聖書 高

n~ lI t Anas penelope W RIK 高 高 高 高 聖書 軍

マガモ Anas plalyrhynchos w W I L 車 高 高 高 護軍 高

7ヒ晶/ナキn... Anas platyrhynchos 事 D T L 軍 理 警 軍 東軍 軍



151 

妻賢 10. (系売さ言〉

118 相8 干名 aり面化 IU !il!殖UIU 直面ミ踊 市南触 財団 開制
間1聞R殖用車問
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カモH カルHモ Anas poeci lorhyncha R WI K WI L 高来 軍高 軍事 高

シマn Anas QuerQuedula T L I 1 現 軍軍 高高

IカヨシHモ Anas strepera W R I K 軍事 東軍 護軍
マガン Anser albirrons W T 事 者

コWIモ Aythya arrinis W T 事
7如、7日 Aythya baeri W T 軍事 理
本シハ3ロ Aythya rerina W R I K 京高 聖書 素晴 高
キン?ロハ7口 Aythya rul igula W R I K 費者 軍事 事者 高

H#モ Aythya mari la W R 者 者 者

オオ本シハ7口 Aythya val isineria W T 事

コ?ガン Branta bernicla W T 望者世
カナY#ン Branta canadensis 連 NA T 曜高 理
本t')ロ#モ Bucephala clangula W L I J車 連軍 覇軍 理
パリ'1， Cairina moschata 現 D T 高 護軍

コハ7チョウ Cygnus columbianus W T 事 高 東署

オオハ713ウ cygnus cygnus W T 軍事 軍事

コ7ハ7f3ウ Cygnus olor 事 As-Eu T T 高 査 曜 高
シ/リ#モ Histrionicus histrionicus W L 費者 高 査
ピローFキン?口 Melanitta rusca W L 費量

70#モ Melanitta nigra W R 来高 高

:J7イザ Mergus a 1 be 11 us W L I J 東 高 高 東 軍高 連

カワ7イサ Mergus merganser W R I J端 唱 高 京高 高

ウ:7イ? Mergus serrator W R 東 来高 高

7カハシハ3口 Netta rurina W T 高

7 カ'~7シガモ Tadorna rerruginea A T 高 高 曜講

17シガモ Tadorna tadorna A T 事 高

FカH kHh Accipiter genti I is R L 11申 L I J 事 高 高 来 軍 高 聖護
Accipiter gularis S L 11* 東 高 事 高 ，~ 事 費量

ハイF力 Accipiter nisus SW L 11キ L I J 書 書 高 選 者 事 護軍
イ1ワシ AQui la chrysaetos A T 高 事 事 軍事

カう7tワシ AQui la clanga A T 者

サシパ Butastur indicus 5 L I G 者 者 事 事 高 高 産量

JJ.') Buteo buteo R L R K 書 高 曜 軍 事 高 聖書
ケ7シJJ.リ Buteo lagopus W T 理
hウt Circus aerugin05US W L 高 高 高

J、イイロhウt Circus cyaneus W L 事 高 事 聖書

o口?シ Hal iaeetus albici 1 la A T 高 署捜 軍事

Hワシ Hal iaeetus pelagicus A T 者 高 裂選 高

トピ Mi Ivus migrans H R H W L 事 高 者 事 出 現 署捜

: 1ゴ Pandion hal ietus W 者 者 者 曜 者 軍事

ハf71 Pernis apivorus ST L 者 者 高 ，~ 者 世 望者

719力 Spizaetus nipalensis R L |キ L I 1 者 ，~ I'~ 

lけ1111 Jf3ウザノポウ Falco columbarius W L 者 望者 者

ハヤ11 Falco peregrinus W R 者 者 者 者 者事 者

fゴハヤプサ Falco subbuteo T L 明 者 高 明 剤費 高

f3ウザン1ウ Falco tinnunculus R L R K 者 者 明 曜 世 理 来高

till コゾl'1イ Bambusicola thoracica R事 As W W 者 高 最 4 者 来 器産
キンケイ Chrysolophus pictus 現 As T 者

ヨ')ンウ1う Col inus virginianus 者 NA L 者高 者

ウH Coturnix coturnix W 者 4 者 事事 高

ニワト') Ga 11 us ga 11 us 事 D L 事

キゾ Phasianus colchicus R R K R K 事 事 自 者 者 者 望者
ヤ1F ') Phasianus soemmerringi i R R G R 者 者 1者 事 事 高 事者

?イナH シロハう?イナ Amaurornis phoenicurus A T 長

オオ/(， Ful ica alra W L 高 者 曜 事 者高 者

7ル7イナ Gal 1 icrex cinerea T T 理 現 来 捜査
バン Gall inula chloropus R R H R 高 高 高 書 事事 高

セイケイ Phrphyrio porphyrio 東 As-Eu T 者
シマ?イナ Porzana eXQuisita A T 高

t7イナ Porzana rUsca 5 L I E 者 高 来 事 損事 高

t/7イナ Porzana pUSS i 1 1 a A T 理 費者 事

?イナ Rallus aQualicus W L 端 高 最 長 量増 曜

FマバH pシギ Roslratula benghalensis R L F I L 事 者 高 自明 高

iヤヨドリH : fJ F ') ~aemalopus oslralegus A T 事 費者 L_  
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fF'lA yロチFリ Charadrius alexandrinus H L I E R 1 G 高 高 量 車 連軍

HfFリ Charadrius asiaticus A T 事

JfFリ Charadrius dubius RIG 高 高 高 東 軍需

ハヲロコチY'J Charadrius hiaticula T T 東 聖書

H/YイfFリ Charadrius leschenaultii T L I 0 軍 高是 東

IYイチFリ Charadrius mongolus T R 1 H 高 事 高 高 車産

イカ晶子r') Charadrius placidus R LIG R I J 理 東 事 事 聖護 車

ケ') Microsarcops cinereus TW L I G 軍 運 事 事 聖書

ιt1ロ Pluvial is dominica T R I H 事 書 曜 事 連軍

Fイl!， Pluvial is sQuatarola T L I F 事 者 高 軍 事軍

?'Iリ Vane 11 us vane 11 us W R I G 連 連 聖 車 聖書

バH キョウ13'1ギ Arenaria interpres T R 1 G 査 書 軍 査 聖書

ウ:0シギ Cal idris acuminata T L I F 書 軍 軍 軍 軍軍
ハマバ Cal idris alpina TIf R I H 軍 高 高 事 聖書

tlウ1うシギ Cal idris bairdi i T T 理 高

コオバシギ Cal idris canutus T L I 0事 費者

ザ品ハマシギ Cal idris rerruginea T L I 0事 世曜 者

tマハマシギ Cal idris mauri A T 事

7/')カウ1ラシギ Cal idris melanotos T L I F事 車高

t/{リシギ Cal idris minuti Ila T L I F査 事 書 軍軍

トウ事ン Cal idris ruricoll is T RIG 軍 連 軍 書 者高

t~目トウネン Cal idris temminckii T L I F高 連 高 護軍

オバシギ Cal idris tenuirostris T L I E 軍 軍 産車 事

iユピシギ Crocethia alba TW L I G 軍 連軍 連

ヘラシギ Eurynorhynchus pygmeus A T 高 高

Pシギ Gal 1 inago gal 1 inago T¥I R I H 高 捜 者 事 軍軍 東

H~シギ Gal 1 inago hardwicki i T R I F曜 高 費者 高

千2ウ7シギ Gal 1 inago megala T T 事 軍

キリ7イ Limicola ralcinel lus T L I E軍 費者 事

7/')カオオハシシギ Limnodromus griseus A T 事

HハYシギ Limnodromus scolopaceus A T 事 高 者

シペリ7Hハシシギ Limnodromus semipalmatus A T 書
Hiリハシシギ Limosa lapponica T R I F 軍 高 連軍 事

Hロシギ L i mosa 1 i mosa T R I P 高 連 高 曜 来高
Fイシャ?シギ Numenius arQuata T LID 事 東 聖書 事

本ウロ?シギ Numenius madagascariensis T L I 0聖 要望 高

コシャ?シギ Numenius minutus A T 事

チzウシャ7シギ Numenius phaeopus T R I G 事 高 高 高 費量
エリ?~シギ Phi lomachus pugnax T L I P曜 連 4 事
ヤマシギ Scolopax rusticola W R I G 高 東 者 者 者 者 費量
キ7'1シギ Tringa brevipes T R I H 者 高 4 者 者曜
'~品シギ Tringa erythropus T L I P者 1時 者 現者

コキ7シシギ Tringa rlavipes T 事
thプシギ Tringa glareola T R I G 選 長 選 来 奇書
カヲ7ト7t7シシギ Tringa guttirer A T 者
イソシギ Tringa hypoleucos R R I G R I K 事 事 者 高 最高
I'Hンキ7シシギ Tringa incana T L I 1 費者 書

7t7シシギ Tringa nebularia T R I G 者 理 者 世 事者
71'1ギ Tringa ochropus TIf R I G 事 者 者 者 ，~ I ~ 
コ7t7iンギ Tringa stagnati I is T L I 0 I~ 者 者 ，~ I ~ 
7h7'1ンギ Tringa totanus T L I 0 者 唱 者者 ま

1リハシシギ Xenus cinereus T R I G 者 者 者 事 ，~ I'~ 

セイFカシギH セイ P 力 'I~ Himantopus himantopus A L 事 高 曜 車 ，~曜

t-~ トラリ 7 セ Hカシギ Himantopus leucocephalus A T 者

ソリハ'ItイFカyギ Recurvirostra avocetta A T 理
tレ7シシギH ハイイロtレ7シシギ Phalaropus rul icarius T T 革連

7カzリヒレ7シシギ Phalaropus lobatus T R 1 E 軍 事 事 軍 軍事 軍

")I{IチドリH ")I{メHリ Glareola maldivarum T L 事 事 高 高 軍軍
トウゾ?カモIA シロハうトウゾ?カモj Stercorarius longicaudus A T 事 連

?ロトウゾ7カモメ Stercorarius parasiticus A T 書

トウ'J7カモj Stercorarius pomarinus A T 者 事

Ufウゾ7カモメ Stercorarius skua A T 者

カモIA セゲロカモj Larus argentatus W R K 事 捜 高 事 者連
カモメ Larus canus W L 事 高 者連 高
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カモIA ウ:*J Larus crassirostris R R I K 耳東 護軍 連軍
ワシカモj Larus glaucescens W L I 1 護軍 高 高
シロカモメ Larus hyperboreus W L I 1 護軍 軍 高
f.t/(晶トhモメ Larus phi ladelphia A T 高
1ピ:Hンhモj Larus rel ictus A T 事
ユリカモメ Larus ridibundus W R 1 L 費者 望者 東軍
1.1ロカモメ Larus saundersi A T 高 曜 明
HHロカモメ Larus schistisagus W R 1 K 事 者事 .~ I'~ 1 * 
:llピカモj Larus tridactylus W L I 1 事 事事 事
コnザシ Sterna albifrons 5 L I P 事 事 長 来事者

コシ 7 口 n~ シ Sterna aleutica T 者 現
オ:n，シ Sterna caspia T 事
ペニn1'1 S terna douga 11 i i A T 事 者
セグロnサシ Sterna fuscata A T 高高 来
nザシ Sterna hirundo T L 者 高 事 軍 聖書
?ロハうnサy Sterna hybrida A T 高 唱

ハ7口?ロハ'jn1シ Sterna leucoptera A L 事 来高 来
ハシグロ?口J、うnサシ Sterna nigra A T 量産

ハシプトn，シ Sterna ni lotica A T 東 理
h，nザシ Sterna paradisaea A T 高

ウ::l.t.IA 7yうウ:J.t.1 Brachyramphus marmoratus W L 量産

すイ77リ Cepphus carbo W L 軍
ウl/(ト Cepphus columba A T 高

ウトウ Cerorhinca monocerala A L 東

ウ:J，1.1 Synthl iboramphus antiQuus W L 護軍 高

カンムリウu..1.l Synthl iboramphus 'umisuzume A T 聖書 高

ハシプトウ:11う1 Uria lomvia A T 理
ハトH カう ~/( ト Columba janlhina E I A E 1 A 高

F I(ト Columba 1 ivia 理 D W W 高 高 軍 事 高 高来
ウ1ユキパト Geopel ia cuneata 東 Au T 東
Hパト Sphenurus sieboldi i 5 R I J 高 高 東 高 高 高 盟理
キ1/q Streptopel ia oriental is R W L I W L高 事 軍 事 書 高 聖書

HL.A キ/(1ン Cactula galerita 高 Au T 理
オカメインコ Nymphicus hol landicus 東 Au T 東 連

インコH Hンインコ Agopornis 1 i 1 ianae 高 Af T 高

?口H'jインコ Agopornis nigrigenis 高 Af T 高

7凡-H'jインコ Agopornis personala 高 Af T 高

コザ71インコ Agopornis roseicollos 事 Af T 高
7Hウシインコ Amazonia aestiva 高 SA T 事

tキセイインコ Melopsittacus undulatus 事 Au L 高 軍 事 軍事
1キナインコ Myiopsitta monachus 事 SA T 来

F晶マインコ Psillacula alexandri 事 As T 高

オHンtイイ;汀 Psitlacula eupatria 者 As T 現
ワカ7本ンセイインコ Psittacula kurameri mani 1 lensis 理 As L 者 高 題提

カ1JウH カ1Jウ Cuculus canorus 5 R I J 事 軍 連 高 産 高 聖書

1，ウイf Cuculus fugax R I J 東 連 高 軍 事 軍 東軍

本トトギ1 Cuculus pol iocephalus 5 R I J 軍 高 高 高 事 車 軍事

'1'Hリ Cuculus saturatus 5 R I J 高 東 者 現 現 高 革連

77ロウ同 J: : 1.， Asio flammeus W L D高 罰事 高

トヲ71.' Asio otus W L 1 D東 高 書

H/(1.， Ninox scululata 5 R 1 H 者 事 事 事 事 事 世革

村コ/ハ1.， Olus bakkamoena W L 1 1 事 事 最 曜 聖書
JJハt.7 Otus scops 5 L 1 E 高 長 護軍 量産

77 ロ~ Strix uralensis R R 高 高 高 高 東 理 事費

H力開 ヨP力 Caprimulgus indicus 5 LIG 高 高 高 高 曜 高 来高

771/(/A tJ7マ11(1 Apus affinis R R R 軍 高 高 高 高 高 車産
7マ1/(1 Apus pacificus T H 高 高 高 高 高 事 軍軍
ハリオ7マツバj Chaetura caudacuta T L 東 高 者 高 車 高 聖書

カワセlA カワセi Alcedo atthis R R K R K 軍 高 高 事 軍 高 聖書
ヤマtl Ceryle lugubris R R 1 J 高 高 者 高 事 高 聖書

7カショウピン Halcyon coromanda 5 L 1 * 高 東 事 高 事 東 書事
1 ，~ウソウ同 11~~~ ウ Eurystomus oriental is 5 L I D 高 東 理 高 事 高 耳東

十7ガシうH t1ガシラ Upupa epops A T 事 者 者

~11寺再 コザラ Dendrocopos kizuki R W? I L I W I L者軍事聖書聖書聖
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キ11キH H7力ザ? Dendrocopos leucolos H L 11事 L 1 1 聖書

7由ザヲ Dendrocopos major R R 1 J R 1 J 事事 事 曜 4 者 聖書

7') ~イ Jynx lorqui 1 la W L 軍事 事 曜 費者

7Hう Picus awokera R R 1 K R 1 K 聖書 書 曜 者 4 ，~ 1 * 
tfロチ3ワH ヤイロ13ウ P i tla brachyura A T 曜

t/(I)II t/(I) Alauda arvensis H RIH RIH 軍軍 事 軍 軍 軍事

tlヨウテンシ Calandrel la cinerea w T 連

ハマヒ/(リ Eremophila alpeslris T 書

ツバ111 イワ，/(1 Del ichon urbica WIL 東 書 軍 東 高 車 事費

ヨシ7カ，/(1 Hirundo daurica RIH 車 高 高 高 軍 高 軍軍

1/(1 H i rundo rus l i ca 5 W 1 L 高 事 高 事 軍 事 聖書

ショウ F~1/(1 Riparia riparia T L 聖書 高 車 豪華

tキレイH ιHカn/(') Anthus cervinus A T 軍 書

ピン1イ Anthus hodgsoni SR R 1 J RIK 産量 事 事 事 事 軍軍
n/(9 Anthus spinoletta w RIL 聖書 軍 高 霊童 高

，、?セキレイ Motaci Ila alba R W 1 L W 1 L 東 事 軍 高 豪華 車

キセキレイ Motacilla cinerea R RIK RIK 書 事 軍 軍 車 軍 聖書

11tHセキレイ Motaci Ila flava A T 書 軍 軍事

セ1ci!キレイ Motacilla grandis R RIL RIK 車 高 高 高 高 事 軍軍

ザンショウ?イH 'ンショウ?イ Pericrocotus divaricatus 5 L 1 G 軍 高 軍 東 高 高 聖書

日 r')1I tヨF9 Hypsipetes amaurotis R W 1 L W 1 L 軍 高 事 東 事 聖書 車

コウラワン Pycnonotus jocosus 車 As T 高

ヨ/ハドリH TカハラヨjハF9 Chloropsis hard，ickei 車 As T 高

HII モ1 Lanius bucephalus R W 1 L W 1 L 事 高 者 事 者 産量 軍

7カモ1 Lanius cristatus ST L 高 事 書 高 事 軍事

fゴそt Lan i us ti gr i nus 5 L 事 事 軍 聖書

レン ?~'II キレン?~， Bombyci 1 la garrulus T L 1 1 軍 高 書 高 型車 事

ヒレン?" Bombyci 1 la japonica T R 1 J 軍 東 軍 事 者 高 軍軍
カワ却う ~II カワIIH C i nc 1 us pa 11 as i i R R 1 J R 1 J 軍 事 書 事 聖書

! 1'"イR ! 1'"イ Troglodytes troglodytes R R 1 J R 1 J 事 高 軍 軍 車 車 軍需
イワt/(リH イnパリ Prunella cpllaris W L 東軍

カヤHリ Prune 11 a rub i da W R 1 J 事 事 者 書 事 車 護軍
fJr'JI1 ハHウチョウ Garrulax leucolophus 事 As T 事

hHロHピチョウ Garrulax perspicullatus 事 As L 事 者 者 :~曜

1ウシチョウ Leiothrix luter 事 As L 事 事 者

7UJ/(シfJr') Hinla ignotincta 事 As T 軍

t，キ制 Hヨシキリ Acrocephalus arundinaceus 5 RIH 事 事 者 軍 事 事 聖書

コヨシキ1) Acrocephalus bistrigiceps T L 1 J 事 書 軍 事 軍 量 聖書
~1イ 1 Ce tt i a d i phone SR W 1 K W 1 L 軍 高 軍 軍 高 事 聖書

十1'1 Cettia squameiceps 5 RIH R 連 高 車 題 高 事 量産
t，カ Cisticola juncidis R RIH RIH 高 高 車 題 曜 軍 東軍
オオルリ Cyanoptila cyanomelana 5 R 1 H 軍 高 高 高 事 高 頭車

J7 F9 Erithacus akahige 5 R 1 J 理 高 軍 軍 事 高 聖書
}j1 Erithacus cal 1 iope T L 車 護軍 高

ヨ晶リ Erithacus cyane R 1 J 事 事 軍 世 曜 車 革連

ムギマキ Ficedula mugimaki A T 事 事 曜

キピFキ Ficedula narcissina 5 R 1 J H 事 書 事 事 事 事 聖書
オ7ロI:'Jキ Ficedula parva A T 高
Zゾセンニ2ウ Locustella fasciolata T T 量産 事

シマセンヱ2ウ Locustel la ochotensis T T 高 軍軍 事

イソヒヨF9 Honticola sol itarius R R 1 J R 1 J 軍 高 量 軍 電車
工ゾピ舛 Muscicapa griseisticta T R 事 車 軍 書 軍 高 聖書

J'I~'キ Huscicapa latirostris ST LIE R 事 車 産 軍 革 来 東軍
サメピFキ Muscicapa sibirica T L 軍

? 3~ 1:'Jキ Phoenicurus auroreus w w L費 事 事 事 事 高 聖書
Jf，'JιシPイ Phyl loscopus borealis s R 1 1 事 書 査 事 事 高 曜事

センYHaH Phylloscopus occipitalis s RIK 者 事 者 者 事 者 軍事

ZゾιシPイ Phylloscopus tenellipes 5 R 1 J 者 書 事 聖書 聖書

キ?イHキ Regulus regulus SR L 11申 R 1 J 事 事 軍 高 事 者 聖書
JI:'Jキ Saxicola torquata T RIK 書 唱 高 高 事 事 聖書
品 I)~ ，キ Tarsiger cyanurus S¥l L 1 1 R 1 K 書 書 軍 書 事 軍 軍軍
，;，ヨウチョウ Terpsiphone atrocaudata 5 RIH 事 車 軍 軍 事 事 軍軍

7ロ11! Turdus cardis R 1 J 者 高 事 者 費 書 聖書

7カコ?コ Turdus celaenops W T 事
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tH" 7カハう Turdus chrysolaus SI¥' R 1 J R 1 K 費者 来端 高 唱者 最
}テm Turdus dauma SW R 1 J R 1 K 軍事 東軍 覇軍 高

ぽ11: Turdus naumanni W 11'1 L 高現 高高 現・瓜 五
マHt1ナイ Turdus obscurus T L 革連 聖書 高 産車
シロハう Turdus pal 1 idus W R 1 K 来高 京高 捜査 車高
ウ111: Turdus phi lomelos A T 高
/ハラm Turdus pi laris A T 高
7:1口 Turdus sibiricus R 1 J 高 事 軍事 揮高 高

エナ1m エナガ Aegithalos caudatus R R 1 K 11'1 K 高 現 高 連帯 端到来
'~n#ぅH ツ'JJ.#う Remiz pendul inus W L 高 来事
シ'ilウカうH t#7 Parus aler R 1 J R 1 J 高 捜 高 高 揮者 県高

~1 ，ウカう Parus major R 11'1 L 11'1 L 高 事 高 事 事者 革連
コ117 Parus montanus R R 1 J R 1 J事 高 事 型車 告理
十711う Parus varius R R 1 K R 1 K 軍 連 長 書 聖書 草書

ゴ'ilウカ7" ゴ'ilウカう Sitta europaea R R 1 J R 1 J 理 盟 軍 軍 東 高 型車
キパシリH キバシリ Certhia Fami 1 iaris A T 高
n日開 nロ ~osterops j apon i ca R 11'1 L WIL 東 東 東 選 高 高 型建
*0口調 .~ IナH本o口 Calcarius lapponicus A T 事

チャキンチ3ウ Emberiza bruniceps 端 As T 最

本 ~1 ロ Emberiza cioides R 11' 1 L 11' 1 L 者 高 事 者 者 高 費者
lt7*0日 Emberiza elegans W R 1 J 事 事 者 者 者 唱 I若者

本オ7h Emberiza Fucata SW L 1 H R 1 J 事 現 曜 者 長 高 護軍
uロチャキンチ3ウ Emberiza melanocephala 者 As T 高

yペリ7';'リン Emberiza pallasi A T 高 理
カyうFカ Ember i za rus ti ca W 11'1 L 書 東 東 高 事 現 高軍
tO，リン Emberiza schoeniclus W RIG 東 高 産車 高 高

70 Emberiza spodocephala SW L 11事 11'1 L 選 高 高 軍 理 東 護軍
nコ Emberiza sulphurata 5 L 11申 高 軍軍

?ロ3 Emberiza variabi I is W RI K 事 事 高 東 高 曜 聖書
コ1，リン Emberiza yessoensis W T 者 曜 聖書

コウカンチョウ Paroaria cornata 理 SA T 型車 事

7ト'm ベニtワ Acanthis flammea W T 東 帯型 者

カワうtワ Carduel is sinica W L 1 11' L 高 選 来 出 東 高 姫高
7tワ Carduel is spinus W R 高 高 理 高 高 世 来高
オオマシコ Carpodacus roseus W L l現 事誕 事

シメ Coccothraustes coccothraustes W R K 高 高 高 事 選 高 謀者
コイカル Eophona migratoria T L l東 高 事 謀者

イh舟 Eophona personata R R 1 J R 事 高 費 連 軍 高 軍軍
7トリ Fringi Ila monti fringi Ila W R 東 軍 理 高 事 事 型車
ハギマシコ Leucosticte arctoa W L 1 I 査 軍 事 事 聖書

ウソ pyrrhula pyrrhula W R J現 者 高 事 自 事 革連
カナリ7 Serinus canaria 高 Af T 高 事

キマユカナ'J 7 Serinus mozambicus 東 Af T 高
ペニマシコ Uragus sibiricus W R J者 事 世 事 者 帯電

hエTチョウH ペ:J，1.1 Amandava amandava 者 As L 事 理 事 事者

ヘキチョウ Lonchura maja 軍 As T 事 軍 量増
ギンバう/キンパヲ Lonchura malacca malacca 高 As T 高 型車

シマキンパう Lonchura punctulata topera 高 As T 理 理費

7ンチョウ Padda oryzivora 高 As T 東 東 高 来高

キンカチョウ Poephi la guttata 軍 Au T 東

J、HリF'm Iウゴンチョウ Euplectes aFer 事 Af T 聖書

ペ=ピPイキンうンチ3ウ Euplectes horodeaceus 者 Af T 曜

キンうンチョウ Euplectes orix franciscana 4 AF T ま 在 者 .~ I'~ 

7.1.1 Passer montanus W W .~ 事 者 章者

こ2ウナイJ.1.1 Passer ru t i I ans W L 1 D 者 * I'~ 者

1.1ロウロコハHリ Ploceus cucullalus 4 T .i( 

1.7カコウヨウチョウ Quela erythrops 者 AF T 者

子ンエンチョウ Vidua macroura 者 Af T .~ 者 軍事

ヰウオウh7 Vidua paradaisaea 者 Af T 謀者

b?F'm ハヲ力チョウ Acridotheres crislatel lus 現 As L L 端 現

ハイイロハ?カ(H本1¥ヴ力) Acridotheres ginginianus 理 As T 高

か{イロハ7力 Acridotheres tristis 高 As T 現
H~ラム7Fリ Ampel iceps coronatus 高 As T 軍
キ2ウカンチョウ Gracula rel igiosa 者 As T 事
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J..HリH ムHリ Sturnus cineraceus R WI L W I L 高 事 現 高 高 事 聖書
コムHリ Sturnus phi lippensis T 軍 高 高 高 産車 東

カラムHリ Sturnus sinensis A T 高 東

本シムnリ Sturnus vulgaris A T 東
カラ ~II ハシ ;f.~1Iう 1 Corvus corone R WIL WI L 高 高 高 選 事 高 東軍

ハシ1fllう1 Corvus macrorhynchos R WI L WIL 高 東 書 事 理 事 盟理
オナH Cyanopica cyana R R I L R I L 高 事 高 事 需要 事

カケZ Garrulus glandarius H R I J R I K 事 理 来 事 事 事 聖書
本シガヲ1 Nucifraga caryocatactes W T 事 事 高

カザザギ Pica pica 理 As-Eu T 量 費者




